石狩市公立小中学校事務職員協議会　冬季研修会　（資料作成連携会議）
2011/12/27　北海道教育会館
【テーマ１】学校徴収金の現状と課題
１．各学校徴収金の実態について　～　保護者負担調査の交流
２．学校徴収金の処理等について
　（１）収入処理はどのように行われているか　～　別紙１を使い交流
　（２）支払いなどはどのように行われているか
　（３）決算報告などはどのように行われているか　～　別紙２を使い交流
３．学校徴収金を決定するシステムについて
　（１）学校徴収金の項目・金額などはどのように決定されているか
　（２）学校徴収金の決定に事務職員はどのようにかかわっているか
【テーマ２】校内予算・決算報告について
１．「２０１１年度学校予算に関する調査」の分析
　（１）市配当予算（消耗品費～庁用器具費）に関わって
①校内配分計画を立案しているのは、１９校で、そのうち１７校が原則職員会議で決定している。
②校内配分計画の立案に関わって、原則全職員から要望を募っているのは６校であり、その多くは小規模校である。
③市配当予算の中間報告は、１８校で行われており、中間報告の多くは年１回か２回であるが、２校は毎月中間報告を行っている。（中間報告を予算執行サイクルの中でどう位置付けるかが課題である）
④決算報告を行っているのは１８校である。
　（２）市配当予算の提案の仕方について
①予算配分の基本方針を示している（運営計画に記載している場合を含む）学校は１２校であり、全体の約半分に止まっている。（運営の基本方針の記載方法について）
②執行に当たっての注意事項を示している（運営計画に記載している場合を含む）学校は１２校であり、「基本方針」よりは多いものの全体の半分程度である。
③「項目毎に項目毎に主な使途や購入物品などを示している」学校は１４校であり、小規模校でやや少ない傾向が認められる。
④「項目毎に使途の基本的考え方を示している」は、さすがに少なく４校である。しかし、今後検討されるべきはこの点ではないだろうか。
⑤「項目毎に担当者を示している」は７校。この意味には、「担当であることを認識してもらう」と「物品購入も任せる」の二つの場面が思われる。ある程度執行システムが定着してくれば、物品購入を担当者に任せることが可能になるであろうが、それでもなお入念な打ち合わせが必要となると思われる。
　（３）市配当決算・校内再配分決算案の提案の仕方について
①「原則職員会議で提案している」のは１５校決算報告を行っている学校はほぼ職員会議での提案である。
②「決算報告全般にかかわる評価や見解を示している」のは、６校と少なかった。
③「項目毎に主な使途や購入物品を記載している」のは、１２校。
④「項目毎に決算にかかわる評価や反省、状況説明などを示している」のは３校のみであった。
⑤「年度内で購入した物品の全リストを示している」のは４校である。
　（４）記述意見
①予算案は、「樽川中の財政」というタイトルで、市の配当予算とともに教育課程振興にかかわる全ての財源（私費も含めて）を提示している。備考欄は予算決算の根拠となる考え方や学校の実情も含め出来るだけ情報を書き込むようにしている。
②管理備品の予算が50,000円程度のため、年度によっては計画的購入が必要な場合、提案を行っています。
③一方的な配分としていないつもりです。あくまで要求にしたがって検討しているつもりです。本当に必要な物の購入と考えている。
④校内配分項目のいくつかの項目については担当者が決まっているようです。消耗品は需用費の一部ととらえていたので、先日の研修（二次集会）後、校内再配分計画が必要であれば作成しなければと思いました。校内配分予算についての規定等調べなければとは思っていますが、追いついていないのが現状です。
⑤印刷にかかわる経費が厖大な額になるため、無駄のない使用の仕方や節約意識を向上させること→毎回同じことを話す。
⑥経費節約に心掛けるよう啓発に努めています。
⑦項目の配分を減額するときは、担当者に納得してもらってから提案するようにしている。
⑧校内再配分に関わること
・４月中に調査を行い、５月上旬には提示し会計を早く動かすこと。・年度当初に希望の出たものは購入できるものはすぐに購入する。
　教材備品要望に関すること
・校内再再配分の調査の時に備品に関しての調査を行い手間を減らす。（どとらも）
・予算をオーバーするときは、再度調査を行い必要度なども調査する。
２．学校予算の提案の仕方について　～　予算を全職員のものとするために
　（１）予算の提案について
①出来るだけ職員会議で提案できるよう、日程調整する。
②出来るだけ職員の要望を集約する方法を検討（聞き取りなども含む）し、可能であれば、全職員から何らかの方法で配分に対する要求を募る。
③前年度決算の反省評価にもとづき、学校予算の現状と課題について記載し、全員で確認する。
④予算各項目の使用場面、目的、内容、購入物品の凡例などが分かるようできるだけ丁寧な説明を記載する。
　（２）決算の提案について
①出来るだけ職員会議で提案できるよう、日程調整する。
②１年間の活動にとって予算が有効に執行できたかどうかを中心に反省評価を提案して、次年度に引き継げるような決算書とする。（自己評価等で反省評価していることは再度提案するなどの方法も活用する）
③予算項目毎の課題、執行上の手続きの問題なども記載して提案するようにする。
３．学校予算の情報公開について
　（１）学校予算決算の学校ホームページへの掲載の可能性
　　　①横浜市の学校ホームページに学ぶ
　　　②公開に耐えうる予算計画と執行をめざす
　（２）試験的な取り組みとして、連携ホームページでの予算決算公開
　　　①公開する予算書決算書形式をどうするか
　　　②公開するための条件整備について
＜別紙１＞　収入処理の流れ
例：Ｔ中の場合
・指定集金日

５、７，９月の末日
・集金方法

郵便局自動引き落とし又は現金持ち込み
・分割納入

可
・一括納入

可
・入金後の処理

各会計通帳へ入金
＜別紙２＞　決算報告
・会計監査の有無と監査をするもの
・監査結果の外部公表の有無とその方法
